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 研究者キーワード / Keywords

 動脈硬化
 血管内皮機能異常
 単球/マクロファージ活性化
 活性酸素
 抗酸化物質

 atherosclerosis
 endothelial dysfunction
 monocyte/macrophages activation

主要業績

 研究内容 / Research Pursuits
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 Reactive Oxygen Species (ROS)
 antioxidant

 生理的な刺激因子として、グルコース、酸化LDLを用いて、「血管
内皮機能障害」ならびに「単球活性化」に対する抗酸化物質の改善
作用を検討した。さらに、これまでにin vitroにおいて強いLDL酸化
抑制作用を示したサンプルについて、ヒトに摂取させた際の効果を
検討した。 　その結果、高グルコース刺激によって生じる血管内皮
機能障害を、ビタミンC、ビタミンEならびにイチゴ抽出液が抑制
し、さらに作用機序としてPKC-βIIの活性化抑制が関与している可
能性を見出した。また、酸化LDLによる血管内皮傷害に対し、ポリ
フェノールを豊富に含むシソならびにピスタチオの抽出液が抑制効
果を有することが明らかとなった。これらの作用には、NF-κBの活
性化阻害が関与している可能性が示唆された。 そして、高い抗酸化
能を有するブドウ由来ポリフェノールを健常成人に摂取させ、摂取
後の血管炎症に対する影響を検討したところ、血管内皮機能の改善
ならびに単球活性化の抑制作用が示された。 　
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教育内容 / Educational Pursuits

 学部では、生活科学部食物栄養学科で、病態栄養学、医学概論を
担当し、動脈硬化を引き起こす高脂血症、肥満、糖尿病、高血圧、
メタボリックシンドロームなどの生活習慣病における診断、治療に
ついて食物との関わりを中心に講義している。 　大学院では、学
部の講義を一歩すすめて、動脈硬化症の成り立ち、老化の問題を、
リポ蛋白代謝を中心に、活性酸素と活性酸素に対抗する食物に含ま
れる抗酸化物の関わりを、生体防御、この防御システムの観点から
講義している。 

 We take charge of the Metabolism and Clinical 
Nutrition and Medical outline in 4-year education 
program. We study the relation of food to 
diagnoses and treatments of the hyperlipidemia, 
obesity, diabetes, hypertension and metabolic 
syndrome. In the gradu

研究計画

 様々な疾病の予防に、食物に含まれるポリフェノールを中心とした抗酸化物の関与が明らかになっている。ポリフェ
ノールは、LDLの酸化抑制をはじめ、動脈硬化の進展抑制にあらゆる課程で関わっている。ポリフェノールなどの動脈硬
化抑制の役割を明らかにするとともに、病気の発症を予防する食環境を探求し、生活習慣病を発症させない食生活を構築
する。 （共同研究の可能性） ・抗動脈硬化作用を有する食品の研究 ・ヒトを対象とした食品の機能性に関する研究 ・
遺伝子多型を基にしたテーラーメード食事療法に関する研究

メッセージ

 食物と人体の関係の研究に興味のある学生諸君の来訪を待っています。
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